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問１：地震波の伝わり方は、固い部分では（圧力が高い。温度が低い。）速い。やわらかい部分で

は（圧力が低い。温度が高い。）遅い。 

答えは４。 



 

 

 

問 2：地震波が伝わらない領域がある。震源から角距離 103°以降にはＳ波が伝わらない。

一方Ｐ波も 103°～143°まで伝わらない。結局、震源 103°～143°の帯状の範囲にはＰ波

もＳ波も伝わらないことになる（表面波は伝わる）。この帯状の地帯を地震波の影（シャド



ーゾーン）という。 

よって２。 

 

 
問 3：影の領域が見られるのは外核が液体であるため、横波であるＳ波を通さない。 

よって２ 

 

 

 



問 4：地磁気について。地表付近の地磁気の様子は地球の中心に棒磁石を置いたときの磁気

の分布とよく似ている。 

地表では北極側がＮ、南極側がＳであるので地球の中心では南極にＮ極、北極にＳ極を持

つ磁石を考える。 

よって誤っているのは１。 

 

 

問 5：地球内部の熱源：岩石中に含まれる放射性元素が崩壊することによって発熱する。 

よって４。 
 



 
問 6：地球内部の密度と圧力（地震波の速度の変化から求められる！）の図は問 1のところ

を参照。 

よって３が正しい。 
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問１：MgOを 20重量％含む結晶と MgOを 5重量％含む液体がそれぞれ結晶 20重量％、液体

80 重量％の割合で混合している。結晶中の MgOは全体の 20％のなかの 20％なので

0.2*0.2=0.04、４％。液体中は全体の 80%の中の５％だから 0.8*0.05=0.04、４％。よって

結晶と液体両方合わせると 0.04+0.04=0.08、8％が正しい。 

よって２。 

 



 

問２：SiO2を 50％含むマグマが地下深くでゆっくり固まる。SiO2 が 50％ということは塩

基性岩（黒っぽい石）、地下でゆっくり冷えると言うことは深成岩。よってここからはん

れい岩とわかる。 

よって４ 

 

 



 

問３：マグマの熱による影響が強い範囲では接触変成作用が起きる。結晶片岩は広域変成

作用でできる。接触変成作用の例は以下。黒雲母もマグマが冷えて晶出する。 

・ホルンフェルス - 原岩は砂岩、泥岩、頁岩など。 

・結晶質石灰岩（大理石） - 原岩は石灰岩。 

・珪岩 - 原岩はチャート。 

よって誤っているのは広域変成岩の結晶片岩。ゆえに３。 

 

 

 



 

 

 

問 4：火成岩の分類と鉱物組成は問 2の図を参照。アは角閃石、イは斜長石 

よって３ 

 



 

問５：酸性岩に含まれる主要造岩鉱物のうち、鉄とマグネシウムを含むもの→黒っぽい鉱

物→黒雲母 

よって４ 

 

 

問 6：SiO4四面体だけでできているもの→透明・無色の鉱物→石英 

よって２ 
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問１：クリノメーターの使い方（引用／

http://www.s-yamaga.jp/nanimono/chikyu/chishitsuchosa.htm#ｃ－2 クリノメーター

の使い方） 

走向を測る 



 

傾斜を測る 

 

この場合、境界線が東に振れている、東西方向の東が高い、ことに着目 

よって１ 

 

 



 

 

問２：柱状図：  

一番新しいのはＥ層（新生代第四紀の礫層）、不整合 

Ｄ層は腕足類とハチノスサンゴが出るから古生代 

古い順はＤ→Ｃ→Ｂ→Ａ 

よって４ 

 



 

問３：凝灰岩（ぎょうかいがん、tuff、タフ）は、火山から噴出された火山灰が地上や水

中に堆積してできた岩石。成分が火山由来であるが、生成条件から堆積岩（火山砕屑岩）

に分類される。 

よって２ 

 

問４：級化層理：構成粒子が、下部が粗粒で、上部に向かうにつれて連続的に細粒へと変

化している層のことである。 

よって４ 

 



 

問５： 

チャート：堆積岩の一種。主成分は二酸化ケイ素（SiO2、石英）で、この成分を持つ放散

虫・海綿などの動物の殻や骨片（微化石）が海底に堆積してできた岩石（無生物起源のも

のがあるという説もある）。 

チャートには赤色、緑色、淡緑灰色、淡青灰色、灰色、黒色など様々な色のものがある。

暖色系のものは、酸化鉄鉱物に起因し、暗色系のものは硫化鉄や炭素化合物に起因する。

緑色のものは、緑色の粘土鉱物を含むためである。これらは、堆積した環境によって変わ

ると考えられている。かつて「角岩」と呼ばれたこともあるがいまはその呼び名は使われ

ていない。 

よって３ 

 

 



 

 

 

問６：腕足類は２ 
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問 1：海洋への流入は図 1 を見ると、海から蒸発するのが 434、そのうち海へもどるのが

398 なので、その差が海上大気から陸上大気へ輸送される水の量。よって 434-398=36。陸

上に降る雨が 107、陸上から蒸発するのが 71．よってその差が海洋への流入となる。これ

も 36．故に答えは２。 
 

 

問 2：あやまっているものを選ぶので答えは２。 
陸よりも海の方が緯度による温度差は少ない。よって１は正しい。温室効果ガスがあるこ

とで、地表から放出する熱が宇宙へ出て行かない。よって２は誤り。大気中の水蒸気が増

えると温室効果は強まる。３は正しい。雪や氷に覆われる面積が増えると太陽光をたくさ

ん反射する。４も正しい。 
 

 



 

 
問 3：この図を見て、 
低気圧と高気圧について

（http://rika.shinshu-u.ac.jp/ischool/tenki99/zensen/kiatu01.htm） 

http://rika.shinshu-u.ac.jp/ischool/tenki99/zensen/kiatu01.htm


 

空気の層が厚いところは気圧も高くなり、薄いところは気圧が低くなるので、高気圧と低

気圧ができる。当然、空気はたくさんあるところから少ないところへうごくので、高気圧

から低気圧に向かって風が吹きだす。 

 

 
この図より高気圧が吹きだし、低気圧が吹き込みだから青（寒気）や赤（暖気）の風が卓

越する。よってこれに合う図は１． 

H 
H L 



 
問 4：中緯度上空では地表付近から上空までが偏西風であるため、高緯度に熱を運ぶために

偏西風は南北に蛇行する。→ゆえに４ 

 



 

 



 
問 5：問題文から、深層循環の始まりはある地点で海水が沈み込むことであると読みとれる。

海水が沈み込むと言うことは、回りの海水よりも重くなること。重くなる要素は２つ。冷

えることと塩分濃度が上がること。問題を見るとこのことを言っているのは３。 
 

 

問 6：深層循環のサイクルは平均約 1000 年という知識を持つと簡単。1 秒あたり１ｍｍだ

から、1 日 86m 進む。1 年だと 31km くらい進む。赤道上の地球 1 周 40000km だから、

1000 年オーダーになるだろうと当たりをつけられる。いずれにせよ答えは３。 
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問 1：年周視差は地球の公転の証拠。よって１は×。年周光行差も地球の公転によるもの。

ゆえに２も×。フーコーの振り子は自転の証拠なので３は×。こたえは４。 
 

 

 



 
問 2：太陽系の惑星の運動の特徴。ケプラーの第一法則は、「惑星は太陽を一つの焦点とす

る楕円軌道を描く」であるから、１は正しい。 
他の条件を見てみると、ケプラーの第二法則の面積速度一定の法則から、公転速度は太陽

からの距離によって違う。２は×。ケプラーの第三法則は、「太陽からの平均距離の三乗が

公転周期の二乗に比例する」であるから３も×。太陽系の 8 つの惑星の公転方向は一致し

ており、惑星の軌道がほぼ同一の平面内にある。これは、太陽系のでき方に密接に関係す

ると考えられている。4 も×。 
 

 

 

 
 
問 3：散開星団は比較的若い恒星の集まりで星の数がまばら。球状星団は年老いた星がギッ

シリと集まっている。HR 図を見ると、球状星団は老齢の星の集まりだから赤色巨星が多い

Y となる。ゆえに答えは４。 



散開星団は主系列星がメイン。よって X になる。 
 

 

問 4：太陽系は銀河系の中心から 2.8 万光年のディスク部にある。よってこれはイの２。 
 

 
問 5：銀河系の構造のうち、ここで正しいのは２。 
楕円銀河は古い星が多い銀河であるから１は×。 
天の川は地球から銀河円盤方向を見ると多数の恒星が重なって帯のように見える。４は×。

円盤部に若い星が多い。３は×。 
 
銀河系＝渦巻きの円盤＋ハロー 

円盤成分 (青みがかった色） 



• ディスク(disk)：直径 10万光年、厚さ 3000光年 

• 高速で円盤内を回転する若い星が多い（種族 I の星） 

• ガスやダストがより平たい構造（光を吸収→暗黒帯） 

• 散開星団(Open Cluster)が多い＝生まれたての星々 

楕円体成分 （黄色っぽい） 

• バルジ(bulge)：直径１万５千光年（中心付近の密集） 

• ハロー(halo)：直径 15万光年（全体を希薄に包む） 

• ガスやダストが少ない 

• 低速でふぞろいな運動をする古い星（種族 IIの星）    

• 球状星団 (Globular Cluster)がハローに均等に分布＝古い星々 

 

 
http://www.s.osaka-gu.ac.jp/staff/kyo/akita/astronomy_files/lecture11.html 

http://www.s.osaka-gu.ac.jp/staff/kyo/akita/astronomy_files/lecture11.html


 
問 6：アンドロメダ銀河などの運動から、宇宙の膨張を答える。スペクトルを見ると赤方偏

移といって、波長の長いほうへずれている。すなわち遠ざかっていることが分かる。ハッ

ブルの法則から「遠くの銀河ほど後退速度が大きい」といえる。よって３が正しい。 
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問 1：４（第 5 問と同じ） 
 

 
問 2：１（第 5 問と同じ） 
 



 
問 3：３ 
衝と合：地球の外側の軌道をまわる惑星、火星、木星、土星、天王星、海王星、冥王星を

外惑星と呼び、地球に最も接近する時を衝、反対に、最も遠い時を合と言う。 衝は、下の

図のように太陽−地球−外惑星が一直線上に並ぶ時を表す。また、合は地球−太陽−外惑星が

一直線上に並ぶ時を表す。 

 
http://www.hirahaku.jp/hakubutsukan_archive/tenmon/00000050/35.html 
会合周期：外惑星の場合、衝から衝になるまでの期間を言う。 
今、地球の公転周期を E 日、外惑星の公転周期を P 日、とすると、それぞれが 1 日に公転

する角度は地球が 360°／E、外惑星が 360°／P、となる。地球と外惑星の会合周期を S
日とすると E<P であるので、地球は外惑星から 1 日に（360°／E―360°／P）だけ離れ

http://www.hirahaku.jp/hakubutsukan_archive/tenmon/00000050/35.html


ていく。これが S 日後には 360 度になることから 

360360360
=×
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この式を変形すると外惑星の公転周期 P は 

ES
ESP

−
×

=  

今、小惑星は火星と木星の間にあるから、この式が成り立つ。S=615 日、E＝365 日として

当てはまるのは３． 

 
問 4：４ 
太陽の黒点周期は１１年。よって１は×。 
コロナはもっとも高温である。よって２は×。 
プロミネンスは彩層からコロナ領域に突出した赤い炎上の気体。よって３は×。 
フレアが起こると強い X 線や電子を出し、太陽風が強くなる。よって磁気嵐が起きる。４

は○。 

 



 
http://www.stelab.nagoya-u.ac.jp/ste-www1/naze/sun/sun01.html 
 

 

http://www.stelab.nagoya-u.ac.jp/ste-www1/naze/sun/sun01.html


問 5：４（第 5 問と同じ） 
 

 
問 6：３ 
恒星の一生を見ていくと 
超新星は星の最後の方の姿。よって１は×。 
惑星状星雲も星の最後の方の姿。よって２は×。 
暗黒星雲は星が生まれるところ。よって３は○。 
中性子星は半径 10km ほどで質量は太陽くらい。よって４は×。 

 



http://home.hiroshima-u.ac.jp/er/ESU_G.html 

 

http://home.hiroshima-u.ac.jp/er/ESU_G.html

